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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、単層カーボンナノチューブ（SWNT）の生体応用に向けた新規SWNT表面修飾法の開

拓と、その手法で作製した複合体の評価、およびサイズ制御について主に報告している。具体的

には、SWNTを分散した界面活性剤ミセル内部空間を重合場とした架橋高分子の合成による複合

体の合成・評価、合成のための必要条件の探索、さらに得られた複合体に対して超遠心分離によ

る切断を行い、サイズ制御を行った結果についてそれぞれ述べている。これらは化学システム工

学上重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。 

 

 

 

 

 

 

 


